
 

 

AT1200UVCの浮遊ウイルス・細菌除菌性能試験 

2022 年 5 月 

株式会社ＭＧＭＴ 

 

 

＜試験内容＞ 

 試験品 ：AT1200UVC 

試験方法：日本電機工業会 JEM 1467 家庭用空気清浄機 附属書 D 

     「浮遊ウイルスに対する除去性能評価試験方法」参考 

分析試験項目： 

 ・浮遊ウイルスに対する除去性能評価試験（対象微生物：バクテリオファージ） 

 ・浮遊細菌に対する除去性能評価試験（対象微生物：表皮ブドウ球菌） 

測定時間：0分、5 分、10 分、15 分、30分、60分、90分、120 分 

動作条件：風量「ターボ」 

 試験チャンバー容積：約 25m3 

 試験機関：日本食品分析センター 

 

 

＜外部試験結果＞ 

 浮遊ウイルス、浮遊細菌の減少率（％） 

浮遊ウイルス 6％ 11％ 16％ 30％ 51％ 65％ 76％

浮遊細菌 7％ 14％ 20％ 35％ 58％ 73％ 82％

5分後 10分後 15分後 30分後 60分後 90分後 120分後

 
 

※AT1200UVC を動作させた状態と、動作させない状態でウイルス（細菌）量を測定し、 

 その差（＝減少率）を AT1200UVCの除去性能として確認 

 

注１）被試験品個体のものであり、全ての実力値を保証するものではありません。 

注２）本器は医療機器ではありません。 

 

 

次ページ以降は、製造元の(株)エム・システム技研が実施した試験報告書になります。 

 

以上 

 


























